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令和４年 12 月１日 

 

富山県農林水産部所管建設工事に係る 

「週休２日制モデル工事」Ｑ＆Ａ（公表版） 

 

Ｑ１ 週休２日の対象となる期間は。 

Ａ１ 現場着手した日（工事施工範囲内で何らかの作業に着手した日）から現場完了日（工

事施工範囲内ですべての作業完了した日）までの期間のうち、下記の期間を除いた期間

になります。 

① 年末年始６日間 

② 夏季休暇３日間 

③ 工場製作のみの期間 

④ 工事事故等による不稼働期間 

⑤ 天災（豪雨、出水、土石流、地震、豪雪等）に対する突発的な対応期間 

⑥ 受注者の責によらず休工・現場作業を余儀なくされる期間 

⑦ 工事の全面中止期間 

⑧ その他、外的要因により現場が不稼働となる期間 

 

Ｑ２ 工期は延長できるのか。 

Ａ２ 当初の工期は４週８休、天候不良による不稼働日及び準備・後片付け期間を考慮し

て設定していますが、現場条件等によって生じる不測の日数については、従来どおり

工期延長可能です。工期延長した場合は、休日等取得計画書を修正していください。 

 

Ｑ３ 試行対象工事において週休２日を確保できなかった場合にペナルティはあるのか。 

Ａ３ 当初設計で計上されている補正分の費用について、減額変更となります。 

 

Ｑ４ 週休２日制モデル工事の現場代理人は他の工事と兼務してよいのか。 

Ａ４ 兼務要件を満たせば兼務可能です。兼務する場合、現場が閉所しているかの判断は

工事ごとに行うことになります。 

 

Ｑ５ 支障物件などにより、現場が稼働しなくなった場合はどう考えればよいのか。 

Ａ５ 不稼働期間を週休２日対象期間から除外してください。 

 

Ｑ６ 完全週休２日を達成した場合は成績評定において、２次評定の社会性で加点される

が、完全週休２日ではなく週休２日（４週８休相当）を達成した場合の加点はないの

か。 

Ａ６ 完全週休２日を達成した場合は、２次評定で社会性５点を加算しますが、週休２日

（４週８休相当）のみを達成した場合の加点はありません。 
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Ｑ７ 工事着手日の「現地で何らかの作業に着手した日」とは、起工測量等の準備工程度

を指すのか、現場作業が本稼働するような作業の着手を指すのか。 

Ａ７ 現場事務所等の設営または起工測量等の準備工事に着手した日を指します。 

 

Ｑ８ 公共工事設計労務単価（51 種）以外の労務単価も補正対象となりますか。（例え

ば、工事で測量や設計を行った場合の業務委託料など） 

Ａ８ 補正対象は公共工事設計労務単価（51 種）および電気通信技術者、電気通信技術員

であり、それ以外の労務単価は補正対象となりません。測量業者等は上記対象職種外

のため、補正対象となりません。 

 
 

Ｑ９ 『「現場閉所」とは、資材搬入を含め、１日を通して現場作業が行われない状態をい

う。ただし、現場安全点検や巡視作業等、現場管理上必要な作業を行うことは可とす

る。』と記載があるが、現場管理上必要な作業とはどの作業を指すのか。 

Ａ９ 現場上必要な作業については下表を参考に判断してください。 

 

No. 作業 判定 

1 コンクリート養生 

 現場での作業（施工）が無く、養生のみの作業（温

度管理、シート及び型枠の状況確認）の場合は、現

場閉所とみなせます。 

2 
現場内除雪（一般交通を供するた

めの除雪） 

 一般交通の安全確保のために行う除雪のみ行う場

合は、現場閉所とみなせます。 

3 仮設備の保守点検を行うこと 
 現場での作業（施工）が無く、仮設備の保守点検

作業の場合は、現場閉所とみなせます。 
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4 
交通誘導警備員による交通誘導

を行うこと 

 現場での作業（施工）が無く、交通規制等により

交通誘導警備員のみが規制作業を行っている場合

は、現場閉所とみなせます。 

5 

大雨や台風等の悪天候の予報を

受けて、ある程度の時間、現場の

監視を続けなければならない場

合 

 現場での作業（施工）が無く、現場管理上必要な

作業（現場安全点検や巡視作業等）の場合は、現場

閉所とみなせます。 

6 
仮設ポンプ等の燃料補給を行う

こと 

 現場での作業（施工）ではなく、仮設備の保守点

検作業の範疇であると考えられるため、現場閉所と

みなせます。 

7 
建設機械のメンテナンスを行う

こと 

 建設機械の保守点検作業であれば、現場閉所とみ

なせます。 

8 
鉄筋などを現場搬入する前の工

場検査のみを行うこと 

 鉄筋については、現場での作業（施工）がないた

め、現場閉所とみなせます 

9 

環境配慮水路の改修前に地域の

子ども達対象の環境教育(生き物

の引っ越しなど)の場に、現場代

理人や主任技術者が手伝いのた

め参加すること 

現場での作業（施工）がなければ、現場閉所とみ

なせます。 

10 
平日休みが取れない地権者と、１

時間程度の打合せを行うこと 

現場での作業（施工）がなければ、現場閉所とみ

なせます。 

11 
現場内除雪（一般交通と関係ない

現場内除雪） 

一般交通と関係の無い現場内の除雪を行う場合

は、現場閉所とはみなせません。 

12 

大雨や台風等の悪天候時に、仮設

ポンプを増設するなどの作業を

行う場合 

仮設ポンプの設置は、現場での作業（施工）に該

当するため、現場閉所とはみなせません。 

13 

大雨や台風等の悪天候時に、土の

うを設置するなどの作業を行う

場合 

 土のうの設置（法面保護や土留工等）は、現場で

の作業（施工）であるため、現場閉所とはみなせま

せん。 

14 

降雨等によって、切土法面又は盛

土法面が崩れる恐れがあるため、

ブルーシート等で法面養生する

作業のみ行う場合 

 ブルーシート等の設置（法面保護工等）作業は、

現場での作業（施工）に該当するため、現場閉所と

はみなせません。 

15 資材の現場搬入を行うこと 
 現場搬入時には荷下ろし作業等が発生するため、

現場閉所とはみなせません。 

16 現場事務所での事務作業 
 現場での事務作業は、現場作業とみなされるため、

現場閉所とはみなせません。 
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Ｑ10 完全週休２日制について、土曜、日曜日以外に祝日も閉所しないといけないのか。 

Ａ10 完全週休２日制は、土曜、日曜日に現場閉所を行うこととしているため、祝日の現

場閉所の有無は求めてはいません。 

 

Ｑ11 完全週休２日制において、「やむを得ない場合、協議のうえ土日作業を可能とする」

とあるが、どのような場合に協議に応じるのか 

Ａ11 完全週休２日においては、原則、土曜・日曜日を休日としてください。ただし、地

権者との協議や立会いなど受注者の責によらず、やむを得ず土曜・日曜日に現場作業

を行う必要性が生じた場合は、協議に応じるものとします。（降雨による振替えはやむ

を得ない理由として認められません。） 

  例）：地元のイベント（防災訓練、水神祭、獅子舞、神輿祭等）のため、平日を「完全

週休２日の振替休日」とし、土曜または日曜日を作業日とする。 

 

Ｑ12 林道工事のような線的工事が兼務工事となった場合に、すでに現場には現場事務所

や機材があるため、工事着手日は現場代理人届の提出日でよいのか。 

Ａ12 工事着手日は工事施工範囲内で何らかの作業に着手した日のことですので、現場代

理人届が提出されても、「現場での作業」をしていなければ工事着手日とはみなしませ

ん。 

  兼務工事では、すでに現場にある「現場事務所および機材等」以外で、「現場事務所

等の設置」、「測量」、「資機材の工事現場への搬入」および「仮設物の設置」等の準備

工事を含むいずれかに着手した日を工事着手日としてください。 

 

Ｑ13 「現場事務所等の設置、測量」に伴う草刈り作業を行った場合、工事着手に該当す

るのか。 

Ａ13 「現場事務所等の設置及び測量」に伴う草刈り作業は準備工に該当するため、工事

着手に該当します。 

 

Ｑ14 ＫＹ活動は現場作業に含まれるのか。 

Ａ14 室内でのＫＹ活動（安全ミーティング等）は現場作業に含まれませんが、屋外での

ＫＹ活動については、いろいろな作業とセットで行う場合もあるため、必要に応じて

「ＫＹ活動の内容」および「現場での作業の有無」を確認して現場閉所かどうかを判

断してください。 

 

Ｑ15 建設機械の分解、アタッチメント交換等の点検は現場閉所とみなせるのか。（土曜日

に建設機械の保守点検の名目で、作業の段取り替えをすることに対して。） 

Ａ15 建設機械の分解およびアタッチメントの交換は次の施工のための準備作業であり、

点検には該当しないことから、現場閉所とはみなせません。 
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Ｑ16 「外的要因」に、地元および関係機関（市など）との協議機関が含まれるのか。 

Ａ16 地元及び関係機関（市など）との協議により、休工を指示し現場が不稼働となる期

間は、「その他、外的要因により現場が不稼働となる期間」に含まれます。（週休２日

の対象期間外） 

 

Ｑ17 対象期間の閉所率が 28.5％以上であれば週休２日とみなすとあるが、閉所率さえ達

成できれば期間内の休日の配置は自由なのか。 

Ａ17 基本的には週に２回の休日となることが理想となっています。様々な理由により休

日を振り返ることが想定されますが、週休２日の趣旨を考慮して、極端に偏った休日

の設定にならないよう注意してください。（例：２週間連続で休暇をとったので、２ヶ

月連続で作業日とする 等） 

 

Ｑ18 対象期間から除く期間について、「受注者の責によらず休工・現場作業を余儀なくさ

れる期間」とあるが、受発注者協議は必要か。 

Ａ18 受注者の責によるかどうかを判断する必要があるので、受発注者間で協議のうえ設

定してください。 


